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広報あかいわ
No.71（平成23年2月1日）

赤磐市の人口（1月1日現在）
　●人口…45,165人（−13）
　●男…21,598人（−8）　●女…23,567人（−5）
　●世帯数…17,021世帯（＋21）

（　）内は12月1日との差
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●準優勝おめでとう！
　1月16日㈰、京
都で第29回全国
都道府県女子駅伝
が行われ、岡山は
2位となりました。
その中で桜が丘中
学校2年の井上明
花音さんも出場し、
8区を走り抜きま
した。

　

赤
磐
市
消
防
出
初
式
が
、
一

月
十
六
日
㈰
、
山
陽
ふ
れ
あ
い

公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
は
、
消
防
職
団
員
お
よ

び
関
係
者
約
六
百
人
が
一
同
に

会
し
、
消
防
殉
職
者
へ
の
黙
と

う
、
上
村
消
防
長
式
辞
、
井
上

市
長
告
辞
、
井
上
消
防
団
長
訓

辞
、
来
賓
の
岡
山
県
知
事
ほ
か

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
各
種

表
彰
授
章
な
ど
厳
か
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
表
彰
受
章
者
〈
敬
称
略
〉

岡
山
県
知
事
表
彰

❖
功
労
章

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
長
］

　

上
村　

博
文

❖
永
年
勤
続
功
労
章

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

火
野
口　

薫

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
］

　

枝
光　

正
治

❖
優
良
消
防
団
員
章

［
山
陽
方
面
隊 

部
長
］

　

則
武　

明
／
富
山　

義
昭

［
赤
坂
方
面
隊 

部
長
］

　

岡
﨑　

一
彦

［
熊
山
方
面
隊 

部
長
］

　

大
岩　

義
典
／
藤
原　

崇
志

［
吉
井
方
面
隊 
部
長
］

　

服
部　

利
通

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

❖
功
労
章

［
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
］

　

片
山　
　

学

［
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
］

　

武
本　

昌
也

力
強
く
厳
か
に
出
初
式

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

藤
原　

信
昭

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
］

　

岡
村　

博
志

❖
表
彰
章

［
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

別
所　

和
行
／
影
山　

茂
樹

［
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
］

　

平
松　

勝
巳

［
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

原　
　

一
史

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

松
本　

順
一

［
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

坂
本　

幸
一

［
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

近
藤　
　

淳
／
中
田　

好
信

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
補
］

　

則
武　

敬
三
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女性
消防団員
歓迎!!

❖
青
年
章

［
機
動
部 

団
員
］

　

角
南　

鉄
也

［
赤
坂
方
面
隊 
団
員
］

　

山
岡　

和
樹

［
熊
山
方
面
隊 
部
長
］

　

大
野　

隆
幸

❖
精
勤
章

［
機
動
部　

団
員
］

　

安
本　

典
生

［
山
陽
方
面
隊 

分
団
長
］

　

矢
部　
　

寿

［
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

福
圓　

章
浩

［
山
陽
方
面
隊 

団
員
］

　

石
原　
　

功
／
石
原　

秀
一

　

大
森　

啓
司
／
池
本　

武
志

［
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
］

　

光
川　

伸
一

［
赤
坂
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

長
尾　
　

徹

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

古
本　

浩
之

［
赤
坂
方
面
隊 

班
長
］

　

福
井　

秀
一

［
赤
坂
方
面
隊　

団
員
］

　

坂
口　

誠
／
越
宗　

倫
生

　

清
野　

成
人

［
熊
山
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　

武
内　

輝
昭

［
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
長
］

　

岡
本　

勝
己

［
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

藤
原　

正
英

［
熊
山
方
面
隊 

団
員
］

　

下
村　

義
英
／
河
本　

泰
昌

　

小
引　
　

健

［
吉
井
方
面
隊 

班
長
］

　

西
岡　
　

章

［
吉
井
方
面
隊 

団
員
］

　

荒
島　

恭
憲
／
樋
口　

英
和

　

坂
本　

篤
紀
／
橋
本　

一
徳

［
消
防
本
部 
消
防
司
令
補
］

　

笹
埜　

繕
生
／
松
田　

幸
生

備
前
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

［
山
陽
方
面
隊 

分
団
長
］

　

本
徳　

順
一
／
岡
本　

和
典

［
赤
坂
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

長
尾　
　

徹

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

岩
藤　

貴
重

［
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
］

　

金
光　

伸
英

［
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

西
崎　

俊
彦

［
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

本
荘　
　

潮

［
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

石
本　

英
信

　

消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、
「
自
分
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
る
消

防
機
関
の
一
つ
で
す
。
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
救

助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事

し
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
だ
け

で
な
く
、
平
常
時
も
訓
練
、
防

火
指
導
、
広
報
活
動
な
ど
防
災

力
の
向
上
や
地
域
に
密
着
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
に

「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
に
は
、
火
災

予
防
や
地
域
防
災
な
ど
の
広

報
・
啓
発
活
動
を
主
に
、
消
防

団
が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加
、

災
害
時
の
後
方
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

■
募
集
人
員
・
資
格

⃝
募
集
人
員
は
、
消
防
団
が
市

内
四
方
面
隊
の
分
団
各
部
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
定
数

に
欠
員
を
生
じ
た
人
員
数
と

な
り
ま
す
。
入
団
希
望
に
よ

り
該
当
の
分
団
各
部
と
の
協

議
調
整
に
よ
り
入
団
い
た
だ

く
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

⃝
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
年
齢
十
八

歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
人

（
た
だ
し
、
任
命
権
者
が
特

に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
）
。

⃝
健
康
で
防
災
意
欲
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
旺
盛
な
人

■
募
集
締
め
切
り

　

二
月
二
十
八
日
㈪

■
消
防
団
員
の
処
遇

⃝
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⃝
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
与

し
ま
す
。

⃝
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償

金
、
表
彰
な
ど
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
山
陽
方
面
隊
・
赤
坂
方
面
隊

／
赤
磐
市
消
防
本
部
消
防
総

務
課
消
防
団
係

　

☎
（
９
５
５
）
２
２
４
５

⃝
熊
山
方
面
隊
／
赤
磐
市
消
防

署
東
出
張
所 

消
防
団
担
当

　

☎
（
９
９
５
）
０
９
８
７

⃝
吉
井
方
面
隊
／
赤
磐
市
消
防

署
北
出
張
所 

消
防
団
担
当

　

☎
（
９
５
４
）
０
７
６
０

赤
磐
市
消
防
団
員
募
集
!!

 【
平
成
二
十
三
年
四
月
採
用
予
定
】
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実行委員も
　準備に奮闘!!
　成人式の実行委員は毎年募集をかけ、
今年度は10人の実行委員が集まりました。
実行委員は昨年の
夏過ぎから定期的
に集まり、いろいろ
なアイデアを出した
り、リハーサルをし
たりしてこの成人
式を作り上げてい
きました。

▲息の合った砂川清流太鼓の演奏（写真上）、成人代表者に
よる謝辞（写真右下）、中学時代の思い出を振り返るスライ
ドショーも上映されました（写真左下）

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い

将来の　夢は何？

成人
おめでと

う!!

　新成人たちの門出を祝う「赤磐市成人式」が
1月9日㈰山陽ふれあい公園で行われました。
　今年の新成人の対象者は、男性が215人、女
性が249人の計464人。この日、市外からの出
席者も含め391人が出席し、中学時代の友人や
恩師らとともに“20歳の門出”を祝いました。
　式典は、砂川清流太鼓のメンバーによる勇壮
な太鼓演奏で幕開け。続いて市長、議長をはじ
め来賓からお祝いの言葉が贈られました。
　式典終了後には、実行委員主催によるイベン
トが開かれたり、久しぶりに会う友人や恩師ら
と記念写真を撮ったり、談笑したりして、楽しい
一時を過ごしていました。
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夢
は
大
き
く
！

素
敵
な
社
会
人
を
目
指
し
て

新成人に大調査！将来の　夢は何？
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　所得税の確定申告は昨年１年間の所得に対する税金が納め過ぎているか納め足りないかを精算する大切な手続
きであり、医療費控除、寄附金控除などは、申告されないと控除が受けられません。また、市県民税の申告は、個人住
民税のほか国民健康保険税や後期高齢者医療保険料、介護保険料などの算出の資料となるとともに、各種証明の
基にもなる大切なものです。

　市では今年度も申告相談会場を開設しますので、ご利用される人は8ページ掲載の『申告相談日程表』を確認の
うえ、必ずご自分の地域の会場へお越しください。また、混雑緩和のため、できるだけご自分の地区別指定日に該当
の会場へお越しくださるようご協力をお願いします。
　可真下・可真上・弥上・野間・稗田・石蓮寺地区にお住まいの人は、会場の都合により「くまやまふれあいセンター」
に変更していますのでご注意ください。
　市県民税（住民税）申告は、本庁の税務課窓口でも受け付けます。こちらは地区別指定日がありませんので、ご都
合の良い相談日にお越しください。

　税務関係機関では、申告書はできるだけ自分で作成して提出する『自書申告』をお願いしています。
　確定申告書を作成される場合、インターネットを日常的にご利用の人は、国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」を活用されると便利です。　▶国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
　ご自身で申告書が作成できた人は、本庁の申告会場の受け付けに「申告書収受ポスト」を設置しますので、ご投入
くだされば、住民税申告書は税務課で受け付け、また、確定申告書については税務課から瀬戸税務署へ回付します。
　なお、申告書は郵送で提出することもできます。申告書に記入し、所得や控除の証明となる必要資料を添付して、
確定申告書は瀬戸税務署へ、住民税申告書は本庁税務課へ送ってください。

《国民健康保険税などに係る申告について》
　国民健康保険に加入されている世帯や、後期高齢者医療保険被保険者（７５歳以上の人）または介護保険第１号被
保険者（６５歳以上の人）のおられる世帯に属する人は、国民健康保険税や後期高齢者医療保険料、介護保険料の算
定のため、所得の多少にかかわらず申告をしてください。（◎ただし、収入が公的年金のみの高齢者などで、便宜上
申告に代えて、日本年金機構などから市へ送付される年金資料をもとに課税をさせていただく場合を除きます） 所
得のない人も「所得がない」ということを、必ず「住民税申告」してください！
　国民健康保険税は、申告をされていないと、減額要件に該当されるかどうかを判定することができないため、減
額を受けられないことがあります。くれぐれもご注意ください！

《税務署の開設する確定申告会場》
　今年は、次の表のとおり会場が設けられます。土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日であり、申告相談も窓口で
の申告書受け付けも行いませんが、２月20日・２月27日の日曜日に限り、ママカリフォーラムの申告会場で相談およ
び受け付けを行いますので、平日ご都合のつかない人は、そちらをご利用ください。
　申告書は、郵送や税務署の「時間外収受箱」への投

とうかん

函などによっても提出することができます。
電子申告（e-Tax）は、確定申告期間中２４時間ご利用いただけます（※ご利用に当たっては、事前に手続き・準備が必
要です）。　▶e-TAXホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

内　　　容 開　設　日 相　談　時　間 会　　　場

還付申告 ２月 ３日㈭～２月１５日㈫
※ただし、土・日・祝日を除く ９：００ ～ １７：００

（受付は１６時まで）
岡山市北区駅元町１４番１号

ママカリフォーラム２階
（岡山コンベンションセンター）申告全般 ２月２0日㈰・２月２7日㈰

申告全般 ２月１６日㈬～３月１５日㈫
※ただし、土・日を除く

９：００ ～ １７：００
（受付は８：３０～１６：００）

岡山市東区瀬戸町瀬戸７０
瀬戸税務署 ☎086-952-1155

まもなく申告が始まります
申告期間 : 2月16日㈬～3月15日㈫

平成22年分所得税・平成23年度市県民税
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所得税〔確定申告〕 市県民税〔住民税申告〕

申
告
が
必
要
な
人

◆営業所得・農業所得・不動産所得・一時所得・雑所得
（公的年金など）がある場合

　平成２２年中の各種の所得金額の合計額から、基礎控
除とその他の所得控除を差し引き、その金額を基と
して計算した税額から配当控除額を差し引いて残額
のある人

◆給与所得者の場合
　給与所得者は、通常の場合「年末調整」により所得税

が精算されますので申告の必要はありませんが、次
のような人は、申告をしなければなりません。

　◦給与の収入金額が２,０００万円を超える人
　◦給与や退職所得以外の所得が２０万円を超える人
　◦給与を２カ所以上からもらっている人…など
　なお、医療費控除や寄付金控除などを追加する場合

なども、申告が必要です。
◆「住宅借入金等特別控除」を受ける場合
　平成２2年中に住宅の新築および購入・増改築などを

行った人で、一定の要件を満たしている人は、還付を
受けるための申告ができます。

＊「住宅借入金等特別控除」を受ける場合は、瀬戸税務
署で申告をしてください！

◆平成２3年１月１日現在、市内に住んでいる人で、確定申告
の必要はないが、住民税はかかる人＝平成２2年中のすべ
ての所得の合計金額が２８万円を超える人

◆国民健康保険加入世帯、後期高齢者医療保険被保険者
（７５歳以上の人）または介護保険第1号被保険者（６５歳
以上の人）のおられる世帯の人

　※なお、高齢者で収入が公的年金のみのような場合、その
額によっては、便宜上申告に代えて、日本年金機構など
から市へ送付される年金資料をもとに課税をさせてい
ただくことがあります。

◆所得税の確定申告をした人や、給与以外に所得がなく年
末調整をされた人は、あらためて住民税申告をする必要
はありませんが、次のような人は申告をしなければなりま
せん。

　①給与以外に、営業・農業・不動産・一時・雑所得などがあっ
て、それらの所得の合計が２０万円までの人（※２０万円
を超えると所得税の確定申告が必要となります）

　②年途中での退職などで年末調整をしていない人や、給
与・賃金の支払者から市へ「給与支払報告書」の提出が
なかった人（※収入の額によっては、所得税の確定申告
が必要となる場合もあります）

申
告
に
必
要
な
も
の

★印鑑（スタンプ式のものは不可）と次のもの
◦申告書が送付されている人は、その申告書
◦給与、雑所得（公的年金や個人掛けの定期年金な

ど）、一時所得（生命保険や損害保険の満期など）、配
当所得などのある人は、源泉徴収票や支払調書の原
本（コピー不可）

◦社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・後
期高齢者医療保険料・任意継続の社会保険料・介護
保険料などの領収書または支払った金額の分かるも
の。また、国民年金保険料については、保険料を支払
ったことを証明する書類（日本年金機構から事前に
送付される「国民年金保険料控除証明書」または、保
険料の領収証書）

◦生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支
払保険料の証明書

◦医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、保険
などで補てんされた金額があればその明細書、寝たきり
の人などのおむつ使用証明書など （支払った医療費や補
てん額については、必ず事前に計算しておいてください！）

◦障害者控除を受ける人は、身体障害者手帳や療育手帳な
ど

◦寄附金控除を受ける人は、寄付金の受領証など
◦「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄本、売買

契約書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、住宅
取得資金に係る借入金の年末残高等証明書など

＊「住宅借入金等特別控除」に関する詳細・申告相談について
は、瀬戸税務署へお問い合わせください！

◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預金口座の
分かるもの

 
★遺族年金、障害年金などは非課税ですので、所得に算入する必要はありません。

◇土地建物・株式などの譲渡所得、先物取引による所得を申告される人、営業所得・不動産所得を申告される人、
住宅借入金等特別控除を申告される人、青色申告をされる人は、瀬戸税務署で申告をしてください。また、瀬戸
税務署から別に案内のあった人も、瀬戸税務署で申告をしてください。

◇農業所得・営業所得・不動産所得を申告される人は、必ず事前に「収支内訳書」を作成しておいてください。

◇平成２2年中に満期や解約のあった生命保険や損害保険などはありませんか？
　これらは「一時所得」に該当しますので、場合によっては申告が必要です！
　　　◎一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額－必要経費（既払込保険料など） － 特別控除額５０万円

　　＊上記で算出した額の2分の１が課税の対象となります。　　　　　　　　　　　

◇公的年金など以外に、個人で掛けている郵便局や農協・生命保険会社などの年金があるときは、「雑所得」とし
て申告が必要です。郵便局や農協・生命保険会社などから「年金支払のお知らせ」が届いていませんか？

　　　◎雑所得〈個人掛け年金〉の金額 ＝ 年金の支払金額 － 必要経費（年金の支払金額に対応する保険料）

以下のことを厳守してください!！

今一度ご確認ください!！

申 告 の て び き
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■山陽会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 水 馬屋・岩田

赤 磐 市 役 所
（ ２ 階 大 会 議 室 ）

17 木 和田・穂崎
18 金 長尾・立川
21 月 河本・下市
22 火 熊崎・南方・斎富
23 水 沼田・中島
24 木 日古木・二井・高屋
25 金 上市・正崎・五日市
28 月 尾谷・津崎・神田

3 1 火 鴨前・西中・斗有
2 水 下仁保・上仁保
3 木 山陽１・２丁目
4 金 山陽３・４丁目
7 月 山陽５・６・７丁目
8 火 山陽1〜７丁目
9 水 山陽全地区（桜が丘地区を除く）
10 木 山陽全地区（桜が丘地区を除く）
11 金 山陽全地区（桜が丘地区を除く）
14 月 山陽全地区（桜が丘地区を除く）
15 火 山陽全地区（桜が丘地区を除く）

■熊山会場 および 桜が丘会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 水 沢原・佐古

く ま や ま ふ れ あ い
セ ン タ ー

17 木 殿谷・岡・酌田
18 金 円光寺・吉原
21 月 河田原・釣井
22 火 徳富・小瀬木・松木・勢力
23 水 千躰・奥吉原
24 木 小野田・豊田全域
25 金 可真下・可真上
28 月 弥上・野間・稗田・石蓮寺

3 1 火 桜が丘東１・２丁目

桜 が 丘 い き い き
交 流 セ ン タ ー

2 水 桜が丘東３・４丁目
3 木 桜が丘東５・６丁目
4 金 桜が丘東全域
7 月 桜が丘西１･２･３丁目
8 火 桜が丘西４・５丁目
9 水 桜が丘西６・７丁目
10 木 桜が丘西８･９･10丁目
11 金 桜が丘西全域
14 月 熊山・桜が丘全地区
15 火 熊山・桜が丘全地区

■赤坂会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 水 出屋･小原･奥小原･小原上

笹 岡 公 民 館17 木 坂辺・下分
18 金 惣分･大屋･大屋下･山手
21 月 町苅田

赤 坂 支 所
（ ２ 階 大 会 議 室 ）

22 火 大苅田
23 水 東窪田
24 木 西窪田
25 金 由津里
28 月 山口

3 1 火 西軽部
2 水 東軽部
3 木 南佐古田･北佐古田･今井
4 金 多賀
7 月 赤坂全地区
8 火 赤坂全地区
9 水 赤坂全地区
10 木 赤坂全地区
11 金 赤坂全地区
14 月 赤坂全地区
15 火 赤坂全地区

■吉井会場
月 日 曜 対象地区 会　　場
２ 16 水 塩木・平山

仁 美 農 村
振 興 セ ン タ ー

17 木 仁堀東
18 金 仁堀中
21 月 仁堀西
22 火 戸津野・中勢実
23 水 小鎌中･小鎌上･西勢実
24 木 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
25 金 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉 井 支 所
（ ２ 階 会 議 室 ）

28 月 稲蒔･高田･光木
3 1 火 黒本
2 水 黒沢
3 木 滝山・中山
4 金 是里全域
7 月 河原屋・草生
8 火 周匝（中之町）
9 水 周匝（下之町）
10 木 周匝（中之町･下之町以外）
11 金 中村
14 月 福田
15 火 吉井全地区

問い合わせ・郵送先
▪所得税：瀬戸税務署 個人課税部門　〒709-0861 岡山市東区瀬戸町瀬戸70　☎952-1155

▪住民税：本 庁 税 務 課  市 民 税 係　〒709-0898 赤磐市下市344　☎955-0951

申 告 相 談 日 程 表
《申告相談受付時間》 午前９時～午後４時
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10:00～18:00
　（中央図書館のみ木曜日は

20:00まで開館）
★図書館休館日
　毎週月曜日
　館内整理日（12月を除く毎

月最終金曜日）
　年末年始（12/28～1/4）
　特別整理期間（今年度は2/21～25）
★はじめて本をかりる時はカ

ウンターで「利用者カード」
を作ってください。

　免許証、健康保険証、生徒手
帳など住所、氏名が確認で
きるものをお持ちください。

※市内に在勤・在学の人は勤務
先・通学先のわかるものが必要
です。

※小学生以下は、保護者が申請し
てください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

利用案内
2月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話のかけ間違いが多
発しています。番号をお
確かめになって、おかけ
ください。

■日　時／2月5日㈯ 14：00～15：00
■場　所／くまやまふれあいセンター
■内　容／『まほう』をテーマに、絵本の読み

聞かせ、パネルシアターや、おもしろい実
験など、盛りだくさんのおはなし会です。

　いつもの紙芝居おじさんもやって来ます。
みなさん！見に来てね！！

■日　時／2月19日㈯ 14：00～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容／『長州ファイブ』（115分）
　　幕末の世、日本のために刀を捨てたサム

ライがいた！ペリー率いる黒船の浦賀来航
から10年後、5人の若者が命懸けで英国
への密航留学を試みた。死罪に値する国
禁をも恐れず、覚悟の証としてまげを切り
落とし、荒波に翻

ほんろう

弄される数カ月もの航海
に挑む…。出演：松田龍平、山下徹大ほか

きらり☆しあたー：おとな版

〈一般書〉
『人生の決断を導く
　　歴史人物の格言』
◦歴史街道編集部／編
◦ＰＨＰ研究所／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『ＰＲＩＤＥ』
◦石田　衣良／著
◦文藝春秋／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『脳が変わる考え方』
◦茂木健一郎／著
◦ＰＨＰ研究所／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『愛おしい骨』
◦キャロル・オコンネル／著
◦東京創元社／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〈児童書〉
『ドーン・ロシェルの季節①
　　　さよならの贈りもの』
◦ローレイン・マクダニエル／作
◦日当　陽子／訳
◦岩崎書店／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『たのしいマジック』
◦ゆうき　とも／著
◦偕成社／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『つるばら村のレストラン』
◦茂市　久美子／作
◦柿田　ゆかり／絵
◦講談社／出版
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『星と宇宙のふしぎ１０９
　～プラネタリウム解説員が
　　　　答える天文のなぜ～』
◦村山　定男／監修
◦永田　美絵／著
◦偕成社／出版

おすすめの本紹介

　視覚障害のある人や、活字での読書が困
難な人に本や雑誌などを読むお手伝いをし
ます。お気軽にお申し込みください。（無料）
◎利用できる日時／開館日１０：３０～１６：００
　（ただし第１金曜日、日曜日、祝日を除く）
　上記時間帯でお一人２時間まで
◦朗読者は図書館の朗読ボランティアの人

です。
◦最初に対面朗読の利用登録が必要です。
◦予約制です。希望日の3日前までに中央図

書館へお申し込みください。
◦詳しくは中央図書館へお問い合わせくだ

さい。

対面朗読サービスのご案内（中央図書館）

　小さな文字が
見えにくい人にご
利 用 いただくた
め、中央図書館に
は拡大読書機を
設置しています。
使用方法など、詳
しくはカウンター
でお気軽にお尋
ねください。

拡大読書機をご存じですか？

おはなしたまてばこ

　２月２１日㈪から２月２５日㈮まで、市内４図書館は
蔵書点検のため休館します。利用者の皆さんには
ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
◦本の返却は返却ポストをご利用ください。
　※赤磐市立図書館以外の図書館で借りた本は入

れないでください。
　※ＣＤ・ＤⅤＤ・ビデオなど視聴覚資料や紙芝居は、

破損のおそれがありますので、開館後カウンター
へお願いします。

◦インターネット予約は休館中も利用可能です
が、予約受付および連絡は２月２６日㈯以降にな
ります。

　※休館中は資料情報、貸出状況のデータ更新は
行いませんのでご注意ください。

蔵書点検のため休館します
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情報ボックス内でお知らせす
る市役所関係の電話番号は下
記のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕☎955-1111
◦企画課企画係
　☎955-2692
◦税務課市民税係
　☎955-0951
◦市民課市民係
　☎955-1112
◦市民課国保年金係
　☎955-1113
◦市民課人権・男女共同参画係
　☎955-1114
◦協働推進室
　☎955-4783
◦健康増進課　　　　　
　☎955-1117
◦農林課　　　　　
　☎955-6174
◦商工観光課　　　　　
　☎955-6175
〔教育委員会〕
◦社会教育課　　　
　☎955-0783
◦山陽郷土資料館
　☎955-0710
◦教育委員会熊山分室
　☎995-1360
〔赤坂支所代表〕☎957-2222
◦市民生活課　　　
　☎957-4821
◦健康福祉課　　　
　☎957-4822
◦産業建設課　　　
　☎957-4824
〔熊山支所代表〕☎995-1211
◦市民生活課
　☎995-1214
◦健康福祉課
　☎995-1293
◦産業建設課
　☎995-1217
〔吉井支所代表〕☎954-1111
◦市民生活課
　☎954-1183
◦健康福祉課
　☎954-1374
◦産業建設課
　☎954-1319
〔消防本部〕☎955-2244
◦警防課救急係
　☎955-2254
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す
。
妊
娠

中
に
検
査
を
受
け
、
お
母
さ
ん

が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
人
工
栄
養(

ミ
ル
ク)

で
育
て
る
な
ど
で
赤
ち

ゃ
ん
へ
の
感
染
の
危
険
性
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
一
月
診
療
分
か
ら

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
︲
１
抗
体
検
査
の
公

費
助
成
を
し
ま
す
。
一
月
以
降

に
第
一
回
目
の
妊
婦
健
康
診
査

を
受
け
る
場
合
、
手
続
き
は
不

要
で
す
。
第
ニ
回
目
以
降
の
妊

婦
健
康
診
査
の
際
に
こ
の
検
査

を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機
関

で
検
査
費
用
を
支
払
っ
た
後
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
払
い
戻
し

（
基
準
額
を
上
限
と
す
る
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
の
方
法

　

印
鑑
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
抗
体
検

査
を
受
け
た
と
き
の
妊
婦
健
康

診
査
の
領
収
書
、
受
診
結
果
報

告
書(

市
の
様
式
に
医
療
機
関
で

記
入
し
て
も
ら
っ
た
も
の)
、
助

成
金
の
振
込
口
座
が
わ
か
る
も

の
を
持
参
の
上
、
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
受
け
付
け
た
妊

娠
届
出
書
な
ど
に
基
づ
い
て
妊

娠
中
の
人
に
通
知
を
し
て
い
ま

す
が
、
も
し
、
妊
娠
中
の
人
で

案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
母
親
学

級
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
の
妊

婦
さ
ん
と
知
り
合
え
る
機
会
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
受
講
希
望
者
は
、
お
住
ま

い
の
地
域
へ
事
前
に
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時

①
三
月
七
日
㈪

②
三
月
十
五
日
㈫

　

午
前
九
時
三
十
分

　

～
十
一
時
三
十
分

　

（
受
付
九
時
十
五
分
～
）

場　

所

　

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容

①
講
話
と
座
談
会
／
妊
娠
中
・

お
産
・
産
後
の
こ
と
な
ど

　

講
師
／
助
産
院
ミ
ン
ト
ハ
ウ

ス　

東
森
二
三
子
助
産
師

②
お
産
・
育
児
に
向
け
て
／
保

健
師
と
共
に

　

栄
養
に
つ
い
て
／
栄
養
士
の

指
導
と
試
食

申
し
込
み
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

日　

時　

二
月
十
六
日
㈬

　

午
前
十
時
～
正
午

　

午
後
一
時
～
三
時

場　

所

　

熊
山
支
所
二
階
第
一
会
議
室

相
談
員　

岡
山
東
年
金
事
務
所

年
金
専
門
官

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、

そ
の
課
税
地
は
軽
自
動
車
な
ど

を
常
時
置
い
て
い
る
市
町
村
と

な
っ
て
い
ま
す
（
乗
用
型
農
業

用
機
械
も
税
の
対
象
に
な
り
ま

す
）
。

　

次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
場

合
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
所
有
者
・
車
両
と
も
赤
磐
市

か
ら
転
出
し
て
い
る
場
合
／

新
住
所
地
へ
登
録
変
更

○
他
人
に
譲
渡
し
た
が
、
名
義

変
更
の
手
続
き
が
で
き
て
い

な
い
場
合
／
新
所
有
者
へ
名

義
変
更

健
康
福
祉

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
な

ど
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

妊
婦
健
康
診
査
に
「
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ
︲
１
抗
体
検
査
」
を
追
加

母
親
学
級

国
保
・
年
金

年
金
相
談
（
予
約
不
要
）

税
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
人
の
名
義
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
場
合
／
新
所

有
者
へ
名
義
変
更
ま
た
は
廃

車
申
告

○
す
で
に
使
用
し
て
い
な
い
場

合
／
廃
車
申
告

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
？
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
奮
っ
て
の
受
講
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
（
受
講
者
が
少

数
の
場
合
、
や
む
を
得
ず
中
止

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。

日　

時　

二
月
二
十
七
日
㈰

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所
会
議
室

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り
日

　

二
月
十
八
日
㈮

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

○
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

登
録
団
体
の
相
互
交
流
や
自

主
活
動
の
ほ
か
、
男
女
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ
の
個
性
と

能
力
が
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
に
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

市
内
に
活
動
拠
点
を

置
く
団
体
・
グ
ル
ー
プ

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
を

目
的
と
す
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
は
除
く

会　

費

　

一
団
体
／
年
額
千
円

申
込
期
限　

四
月
二
十
五
日
㈪

申
込
方
法

　

本
庁
市
民
課
・
各
支
所
市
民

生
活
課
に
備
え
付
け
の
登
録
用

紙
を
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
本
庁
市
民
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係

日　

時　

二
月
二
十
二
日
㈫

　

午
後
一
時
三
十
分
～

場　

所

　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

内　

容　

○
講
演
／
「
高
齢
社
会
に
お
け

る
生
き
方
、
考
え
方
」

　

―
い
の
ち
輝
く
人
生
を
！
―

　

講
師
／
岡
山
福
祉
・
教
育
研

究
所
所
長　

三
村　

勉
（
赤

磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
）

○
リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
発
表

○
消
費
生
活
会
員
の
作
品
展
示

（
中
央
公
民
館
一
階
第
一
会

議
室
）

参
加
費　

無
料

主　

催　

赤
磐
市
消
費
生
活
問

題
研
究
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
協
働
推
進
室

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が
運

営
し
て
い
る
全
国
子
ど
も
会
安

全
会
は
、
「
子
ど
も
会
活
動

中
」
の
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た

負
傷
・
疾
病
・
後
遺
障
害
・
死

亡
・
賠
償
責
任
を
補
償
す
る
も

の
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
分
の
加
入

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
や
申
し

込
み
方
法
に
つ
い
て
は
担
当
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
対
象　

子
ど
も
会

会　

費　

一
人
あ
た
り
年
額
百

五
十
円
（
予
定
）

申
込
締
め
切
り
日

　

三
月
二
十
三
日
㈬

※
以
後
は
随
時
、
加
入
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ
先

○
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
鳥
獣

の
生
態
を
学
び
、
農
作
物
を
守

る
対
策
に
生
か
す
た
め
に
、
有

害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時　

二
月
二
十
七
日
㈰

　

午
後
一
時
開
場　
　
　
　
　

場　

所

　

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

講　

師　

江
口
祐
輔
（
独
立
行

政
法
人　

農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構　

近
畿

中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー　

鳥
獣
害
研
究
チ
ー
ム
）

演　

題　

　

「
鳥
獣
の
生
態
を
学
ん
で
取

り
組
む
有
害
鳥
獣
対
策
」

受
講
料　

無
料

定　

員　

二
百
五
十
人

※
受
講
希
望
の
人
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
満
席
の
場
合
は

入
場
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
本
庁
農
林
課

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

募
　
　
集

い
っ
し
ょ
に
す
す
め
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画
！

赤
磐
市
生
活
（
く
ら
し
）
を

考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い

全
国
子
ど
も
会

安
全
会
の
ご
案
内

農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会
で
は
赤
磐
の
食
材
を
使
っ
て

赤
磐
の
特
産
品
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
赤
磐
の
新
し
い
特
産
品
を
み
ん
な
で

楽
し
く
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る

人
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

◦
市
内
在
住
の
人

◦
料
理
が
好
き
な
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
お
断
り

　

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
商
工
観
光
課

赤磐ふるさとの味研究会
―  会　員　募　集  ―

◆
ガ
ラ
ス
玉
作
り

日　

時　

二
月
二
十
六
日
㈯

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場　

所　

山
陽
郷
土
資
料
館
集

合
、
高
陽
中
学
校
第
一
理
科

室
定　

員　

三
十
人
（
要
申
込
）

参
加
費　

実
費
三
百
円

対　

象　

小
学
生
以
上

※
火
を
使
用
し
ま
す
の
で
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

申
し
込
み
受
け
付
け　

　

二
月
六
日
㈰
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

○
山
陽
郷
土
資
料
館

　

当
協
会
は
、
赤
磐
市
を
広
く

宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

観
光
の
一
層
の
充
実
を
図
る
べ

く
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　

伝
統
行
事
の
振
興
や
観
光
資

源
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
市
の
観

光
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
賛
同
さ
れ
る

人
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

会　

員

○
通
常
会
員
…
商
工
観
光
に
関

連
を
有
す
る
事
業
者
と
団
体

○
個
人
会
員
…
商
工
観
光
に
関

連
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
協

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人

会　

費　

通
常
会
員
・
個
人
会

員
／
一
口
千
円
（
一
口
以

上
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
本
庁
商
工
観
光
課

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？

　

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
育

ち
や
、
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
地
域
の
人
々
の
力
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
学

校
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

「
無
理
し
な
い
で
で
き
る
こ

と
」
で
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
資
格
や
免
許
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

◆
山
陽
東
小
学
校

　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
六
十
人
を
超
え
る
人
に
登

録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
学
校
支
援
を
充
実
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数

の
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

主
な
内
容

○
夏
休
み
算
数
教
室
（
算
数
の

指
導
の
お
手
伝
い
）

○
点
字
や
手
話
な
ど
の
指
導

○
校
外
学
習
の
付
き
添
い
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
山
陽
東
小
学
校

　

担
当
／
豊
福

　

〒
７
０
９-
０
８
０
２

　

桜
が
丘
西
三
丁
目
三
〇

　

☎
（
９
５
５
）
１
９
１
１

　

FAX
（
９
５
５
）
９
１
２
２

◆
赤
坂
中
学
校

　

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

一
月
か
ら
学
習
支
援
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
々

の
ご
協
力
を
得
て
多
彩
で
活
発

な
教
育
活
動
の
展
開
と
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
多
数
の
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
内
容

○
基
礎
学
力
支
援

○
地
域
伝
統
文
化
の
継
承
や
交

流
○
登
下
校
安
全
活
動
な
ど

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
赤
坂
中
学
校

　

担
当
／
坂
田

　

〒
７
０
１
︲
２
２
２
２

　

町
苅
田
四
二
五
ノ
一

　

☎
（
９
５
７
）
３
０
１
４

　

FAX
（
９
５
７
）
３
０
１
１

　

「
第
二
十
五
回
国
民
文
化

祭
・
お
か
や
ま
二
〇
一
〇
文
芸

祭
「
現
代
詩
」
大
会
」
の
様
子
、

展
示
さ
れ
た
文
化
協
会
・
公
民

館
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
作
品
を
展

資
料
館
講
座
の
お
し
ら
せ

お
知
ら
せ

赤
磐
市
観
光
協
会
会
員
募
集

平
成
二
十
三
年
度
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

回
顧
展
「
国
民
文
化
祭

文
芸
祭
『
現
代
詩
』
大
会
」
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　赤磐市国際交流協会では、パラグアイの
家庭料理を通じた交流を行いますので、
奮ってご参加ください。

●日　時／ 2 月 12 日㈯ 11：00 ～ 13：30
●場　所／中央公民館 1 階 調理研修室
●講　師／ロドリゴ・バスケスさん
●料　理／エンパナーダ（ミートパイ）、ベージュ（ホットケーキ）
●参加費／会員無料、会員以外 300 円、小学生以下無料
●用意するもの／エプロン、タオル
●定　員／ 25 人（先着順）
●申込締め切り日／ 2 月 10 日㈭

■ 問い合わせ・申し込み先／赤磐市国際交流協会事務局（本庁企画課内 )

お い しい 国 際 交 流
パラグアイ料理　参加者募集

　喫煙やお墓参りと、使い捨てライターは状況
に応じて役に立つ便利な道具です。
　そんな便利な道具ですが、中にはガスが残っ
たまま途中で壊れてしまい使えなくなったり、
不要のまま処分に困ったりしているライターも
あると思います。
　こうした、不要なライターをそのままごみと
して出すと収集車や処理施設の火災につながり
大変危険です。ライターは使い切るかガス抜き
をして正しく捨てましょう。

■ガス抜きの例
❶周囲に火の気や可燃物のないことを確認する。
❷操作レバーを押し下げる。着火した場合はす

ぐに吹き消す。
❸輪ゴムやセロテープ・

ガ ム テ ー プ な ど で 、
押し下げたままのレ
バーを固定する。

❹「シュー」という音が聞こえれば、ガスは抜
けています。（聞こえない場合は、炎調整レ
バーをプラス方向にいっぱいに動かす）

❺この状態のまま付近に火の気の無い、風通し
の良い屋外に半日から一日置く。その間も放
置したままにせず充分に監視を行う。

❻念のために着火操作をして、火が点かなけれ
ばガス抜きは完了です。

■使い捨てライターの排出区分
地　　域 排出区分

山陽・赤坂地域 可燃ごみ

熊山・吉井地域 缶類

［ ライターは正しく捨てましょう ］

み ん な で 考 え よ う リ サ イ ク ル ⑯

区分はきっちり
お願いします。

示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
豊
田
小

学
校
六
年
生
に
よ
る
総
合
学
習

の
成
果
「
伝
え
た
い
！
永
瀬
清

子
さ
ん
の
こ
と
」
の
発
表
会
も

行
い
ま
す
。

開
催
期
間

○
展　

示

　

三
月
二
日
㈬
～
五
日
㈯

○
豊
田
小
学
校
六
年
生
発
表
会

　

三
月
五
日
㈯

　

午
後
二
時
～
三
時

場　

所　

中
央
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル

時　

間　

午
前
十
時
～
午
後
五

時
（
五
日
の
み
午
後
四
時
ま

で
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

○
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

科　　名 訓練機関 定　員 対　象　者
電気設備科

1年 20人

●今年度高校卒業
予定の人

●35歳以下で高卒
以上の人

木造建築科

木工科 要件なし
エクステリア科

６カ月

10人

離転職者の人ＯＡ事務科
20人ケアサービス科

（介護職員基礎研修）

特定最低賃金（県内） 時間額
耐火物製造業 804円
鉄鋼業 818円
一般機械器具等製造業 798円
電気機械器具等製造業 734円
自動車・同附属品製造業 786円
各種商品小売業 743円
船舶製造・修理業、舶用機
関製造業 817円

申
込
締
め
切
り
日

　

三
月
七
日
㈪

選
考
日　

　

三
月
十
七
日
㈭
、
十
八
日
㈮

提
出
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
高
校
卒
業
予
定
者
は
北
部
高

等
技
術
専
門
校
へ
提
出

問
い
合
わ
せ
先

○
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
６
８
（
２
６
）
１
１
２
５

　

偽
造
運
転
免
許
証
を
本
人
確

認
書
類
と
し
た
、
な
り
す
ま
し

に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

不
正
取
得
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
基
本

台
帳
事
務
処
理
要
領
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
一
月
四
日
㈫
か
ら
、

本
庁
で
の
即
日
交
付
の
際
の
本

人
確
認
を
以
下
の
よ
う
に
、
厳

格
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
支
所
で
の
申
請
お
よ
び

本
庁
で
の
即
日
交
付
以
外
の
場

合
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

本
人
確
認
の
方
法

◆
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

　

運
転
免
許
証
の
場
合

○
暗
証
番
号
を
入
力
し
て
い
た

だ
き
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録

さ
れ
て
い
る
情
報
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
暗
証
番
号
を
忘
れ
る
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
て

い
る
情
報
を
確
認
で
き
な
い

場
合
に
は
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
な
ど
の
提
示
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
非
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
、

旅
券
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

の
官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
本
人
確
認
書
類
の
場
合

○
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な

ど
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
市
民
課
市
民
係

○
各
支
所
市
民
生
活
課

　

農
地
を
貸
し
借
り
す
る
方
法

の
ひ
と
つ
に
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設

定
が
あ
り
ま
す
。
利
用
権
設
定

と
は
、
貸
し
手
、
借
り
手
双
方

合
意
の
上
で
、
市
へ
申
請
す
る

も
の
で
す
。

　

利
用
権
設
定
に
よ
り
、

○
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
く
れ

ば
必
ず
所
有
者
へ
返
っ
て
き

ま
す
。

○
期
間
終
了
後
の
離
作
料
は
不

要
で
す
。

○
期
間
終
了
前
に
、
更
新
希
望

の
有
無
に
つ
い
て
、
貸
し

手
・
借
り
手
の
双
方
に
通
知

が
届
き
ま
す
。

○
再
設
定
す
れ
ば
貸
借
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
途
中
で
も
合
意

解
約
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
三
年
以
上
の
利
用
権

設
定
（
賃
貸
借
）
で
農
地
集
積

促
進
事
業
補
助
金
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
農
林
課

○
各
支
所
産
業
建
設
課

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
製
の

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の

破
裂
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
製
品
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

自
主
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
該
当
商
品
が
な
い
か
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

保
障
期
間
が
二
〇
〇
五
年
以

前
の
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
Ｋ
Ｔ
（
台

所
用
）
・
Ｆ
Ｍ
ボ
ー
イ
ｋ
（
フ

ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ボ
ー
イ
）
を
お

持
ち
の
人
は
次
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

　

☎
（
０
１
２
０
）
８
０
１
０
８
４

○
夜
間
ダ
イ
ヤ
ル
（
※
平
日
午

後
五
時
以
降
お
よ
び
土
・

日
・
祝
日
）

　

☎
０
７
２
（
３
６
１
）
２
１
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.yamatoprotec.co.jp/

　

県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
平

成
二
十
二
年
十
二
月
か
ら
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
次
の
表
の
業
種

の
事
業
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付

の
際
の
本
人
確
認
が
厳
格
化

農
地
の
貸
借
に
よ
る

効
率
的
な
利
用
に
つ
い
て

北
部
高
等
技
術
専
門
校

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の

不
具
合
に
つ
い
て

特
定
最
低
賃
金
改
定
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（3）

0
（3）

0
（0）

0
（8）

0
（14）

11
（114）

45
（485）

17
（151）

13
（150）

86
（900）

東出
張所

0
（1）

0
（1）

0
（1）

0
（3）

0
（6）

2
（40）

16
（184）

7
（52）

7
（52）

32
（328）

北出
張所

0
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（2）

0
（4）

3
（21）

12
（153）

8
（62）

1
（16）

24
（252）

計 0
（6）

0
（4）

0
（1）

0
（13）

0
（24）

16
（175）

73
（822）

32
（265）

21
（218）

142
（1480）

■平成22年赤磐市火災・救急発生状況（12月）

※（　）は平成22年の累計

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

22年12月中 105 28 0 3 32 77
21年12月中 96 23 0 2 26 73
増        減 9 5 0 1 6 4
22年12月末 1,096 336 2 33 409 760
21年12月末 1,049 318 5 49 365 731
増        減 47 18 −3 −16 44 29

■平成22年赤磐市交通事故発生状況（12月）

〜みぎひだり ちゃんとみないと じこのもと〜
赤磐警察署調べ

相談内容 日 　　時 場　　所 問い合わせ先

【消費生活】

2月3日㈭、7日㈪、10日㈭、
14日㈪、17日㈭、21日㈪、
24日㈭、28日㈪、3月3日㈭
午前10時～午後4時

本庁2階
消費生活相談室 本庁協働推進室

【無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田哲也・賀川進太郎

2月4日㈮
午後1時～4時

山陽産業会館２階
ふるさと交流室

本庁市民課
人権・男女共同参画係

3月4日㈮
午後1時～4時

【巡回無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士

2月23日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

【なやみごと（人権）】
【行政】

2月4日㈮、3月4日㈮
午前10時～正午

熊山支所２階
第1会議室 熊山支所市民生活課

2月9日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館２階
ふるさと交流室

【人権】本庁市民課
【行政】本庁協働推進室

2月16日㈬
午後1時～3時

吉井会館
農事実習室 吉井支所市民生活課

2月23日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

【多重債務相談】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士
による電話相談として受け付けを行っています。

本庁市民課
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

相

談

　

た
だ
し
次
の
人
お
よ
び
特
定

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な
い
労

働
者
は
、
岡
山
県
最
低
賃
金

（
六
百
八
十
三
円
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

○
十
八
歳
未
満
ま
た
は
六
十
五

歳
以
上
の
人

○
雇
い
入
れ
後
六
カ
月
（
ま
た

は
三
カ
月
）
未
満
で
技
能
習

得
中
の
人

○
清
掃
ま
た
は
片
付
け
の
業
務

に
主
と
し
て
従
事
す
る
人

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
岡
山
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
８
６
（
２
２
５
）
２
０
１
４
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2
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
2月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う
　

◦
介

護
保

険
料

…
…

…
…

…
…

…
…

9期
　

◦
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
…

…
…

8期2月
28日

ま
で

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
9・16日

、3月
2日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

　
え

ほ
ん

と
い

っ
し

ょ
　〔

10･17･3月
3日

も
開

催
〕

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
健

康
相

談
　

受
付

時
間

13：30～
14：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

１
会

議
室

）

●
お

は
な

し
会

　〔
12・19・26日

、3月
5日

も
開

催
〕

　
10:30～（

中
央

図
書

館
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔
12・26日

、3月
5日

も
開

催
〕

　
11：00～（

赤
坂

図
書

館
）

●
青

少
年

健
全

育
成

推
進

大
会

　
13：00～

16：00（
中

央
公

民
館

）
●

お
は

な
し

た
ま

て
ば

こ
　

14：00～
15：00 

　（
く

ま
や

ま
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
会

　
14:00～

14：30
　（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00（
熊

山
図

書
館

）
●

ち
い

さ
な

お
は

な
し

か
い

　
11：00～

12：00（
赤

坂
図

書
館

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

13:00～
16:00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

お
は

な
し

会
　

11：00～（
吉

井
図

書
館

）
●

土
器

焼
き

　（
山

陽
郷

土
資

料
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
2歳

６
か

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
吉

井
会

館
農

事
実

習
室

）
●

年
金

相
談

　
10:00～

15:00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
育

児
相

談
　

受
付

時
間

9：45～
10：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
乳

児
健

診・育
児

相
談

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

1月
14日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
巡

回
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

10:00～
15:00

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

15:00
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
交

通
安

全
日

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
　

9:00～
12:00

　 （
赤

磐
市

消
防

署
東

出
張

所
会

議
室

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

2
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

■
施
設
紹
介

赤
磐

市
吉

井
Ｂ＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

施
設

の
利

用
は

、高
校

生
以

上
。各

種
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
マ

シ
ン

が
皆

さ
ん

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

◆
利

用
料

金
…

１
人

１
回

 100円
◆

利
用

時
間

　
平

日・土
曜

日
 9：00～

21：00
　

日
曜

日・祝
日

 9：00～
17：00

◆
休

館
日

…
月

曜
日・火

曜
日

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
休館日

★
休館日

★
休館日

★
★

休館日
屋　内

プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉
井

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
…

１１
月

か
ら３

月
は

お
休

み
し

ま
す

。
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
12月

26日
㈰

～
新

年
1月

4日
㈫

は
施

設
整

備
お

よ
び

休
館

日
の

た
め

、お
休

み
し

ま
す

。　
※

新
年

は
、1月

5日
㈬

か
ら

通
常

通
り

一
般

開
放

を
行

い
ま

す
。

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリ
ニック

　
☎

952-1166
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

954-2032
吉

井
外

科
医

院
 ☎

952-3331

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

 ☎
955-6688

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
長

島
病

院
 ☎

952-1355
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
粟

井
内

科
医

院
 ☎

953-0617
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
086-229-2611

㊩
景

山
医

院
 ☎

995-2299
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5

6
7

8
9

10
11

12

13
14

15
16

17
18

19

20
21

22
23

24
25

26

27
28

3/1
3/2

3/3
3/4

3/5



2
月

平
成

23年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
2月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う
　

◦
介

護
保

険
料

…
…

…
…

…
…

…
…

9期
　

◦
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
…

…
…

8期2月
28日

ま
で

●
1歳

６
か

月
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
9・16日

、3月
2日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

　
え

ほ
ん

と
い

っ
し

ょ
　〔

10･17･3月
3日

も
開

催
〕

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
健

康
相

談
　

受
付

時
間

13：30～
14：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

１
会

議
室

）

●
お

は
な

し
会

　〔
12・19・26日

、3月
5日

も
開

催
〕

　
10:30～（

中
央

図
書

館
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔
12・26日

、3月
5日

も
開

催
〕

　
11：00～（

赤
坂

図
書

館
）

●
青

少
年

健
全

育
成

推
進

大
会

　
13：00～

16：00（
中

央
公

民
館

）
●

お
は

な
し

た
ま

て
ば

こ
　

14：00～
15：00 

　（
く

ま
や

ま
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
会

　
14:00～

14：30
　（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00（
熊

山
図

書
館

）
●

ち
い

さ
な

お
は

な
し

か
い

　
11：00～

12：00（
赤

坂
図

書
館

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

13:00～
16:00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
交

通
安

全
日

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

お
は

な
し

会
　

11：00～（
吉

井
図

書
館

）
●

土
器

焼
き

　（
山

陽
郷

土
資

料
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
2歳

６
か

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕･行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
吉

井
会

館
農

事
実

習
室

）
●

年
金

相
談

　
10:00～

15:00
　

(産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

)

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
育

児
相

談
　

受
付

時
間

9：45～
10：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
乳

児
健

診・育
児

相
談

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
の

お
へ

や
　

11：00～（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14：00～
(中

央
図

書
館

)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は（

社
）赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）  

当
番

医
に

つ
い

て
は

1月
14日

現
在

の
も

の
で

す
。受

診
さ

れ
る

場
合

は
、あ

ら
か

じ
め

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。 
このページは外してご利用ください。

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
民

話
の

寺
小

屋
　〈

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

〉
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
巡

回
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

10:00～
15:00

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

15:00
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
交

通
安

全
日

●
お

は
な

し
会

　
11:00～（

吉
井

図
書

館
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19:00～
20:00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
　

9:00～
12:00

　 （
赤

磐
市

消
防

署
東

出
張

所
会

議
室

）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
(産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
)

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕･行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

2
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

■
施
設
紹
介

赤
磐

市
吉

井
Ｂ＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

施
設

の
利

用
は

、高
校

生
以

上
。各

種
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
マ

シ
ン

が
皆

さ
ん

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

◆
利

用
料

金
…

１
人

１
回

 100円
◆

利
用

時
間

　
平

日・土
曜

日
 9：00～

21：00
　

日
曜

日・祝
日

 9：00～
17：00

◆
休

館
日

…
月

曜
日・火

曜
日

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー

ム
山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初
心
者
講
習
実
施
日

★
休館日

★
休館日

★
休館日

★
★

休館日
屋　内

プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

○
14:00～

16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

吉
井

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
…

１１
月

か
ら３

月
は

お
休

み
し

ま
す

。
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
◦

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
12月

26日
㈰

～
新

年
1月

4日
㈫

は
施

設
整

備
お

よ
び

休
館

日
の

た
め

、お
休

み
し

ま
す

。　
※

新
年

は
、1月

5日
㈬

か
ら

通
常

通
り

一
般

開
放

を
行

い
ま

す
。

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
956-0700

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

クリ
ニック

　
☎

952-1166
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

954-2032
吉

井
外

科
医

院
 ☎

952-3331

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

 ☎
955-6688

㊩
井

上
内

科
 ☎

954-1902
長

島
病

院
 ☎

952-1355
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
粟

井
内

科
医

院
 ☎

953-0617
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
086-229-2611

㊩
景

山
医

院
 ☎

995-2299
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5

6
7

8
9

10
11

12

13
14

15
16

17
18

19

20
21

22
23

24
25

26

27
28

3/1
3/2

3/3
3/4

3/5



市 政 ト ピ ッ ク ス

平
成
二
十
二
年
度

事
務
事
業
評
価
結
果
に
つ
い
て

　
「
事
務
事
業
評
価
制
度
」
は
、
市
の
実

施
し
て
い
る
個
々
の
事
務
や
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
目
的
・
実
施
内
容
・
費
用

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
数
値
化
し
な
が
ら
点
検
す
る

こ
と
で
、
事
務
事
業
の
改
善
や
見
直
し

を
行
い
、
予
算
編
成
や
機
構
改
革
な
ど

本
市
の
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
職
員

の
意
識
改
革
に
も
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
二
百
五
の
事
務
事
業
を

評
価
し
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
二
年
度
事
務
事
業
評
価
結
果

①
「
拡
大
・
充
実
」
…
五
事
務
事
業

②
「
現
状
維
持
」
…
十
三
事
務
事
業

③
「
改
善
」
…
百
八
十
三
事
務
事
業

④
「
縮
小
」
…
該
当
な
し

⑤
「
統
合
」
…
該
当
な
し

⑥
「
終
期
設
定
」
…
二
事
務
事
業

⑦
「
廃
止
」
…
二
事
務
事
業

　

各
事
務
事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
行
政
改
革
推
進
室
と
各
支

所
市
民
生
活
課
（
総
務
係
）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
（
９
５
５
）
１
７
４
５

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

四
月
二
十
九
日
任
期
満
了
に
伴
う
岡

山
県
議
会
議
員
選
挙
赤
磐
市
選
挙
区
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
日　

時　

二
月
十
四
日
㈪

　

午
後
一
時
三
十
分
～

■
場　

所　

本
庁
二
階
第
二
会
議
室

■
持
参
品　

印
鑑
（
代
表
者
一
人
）

※
出
席
者
は
立
候
補
予
定
者
一
人
あ
た

り
三
人
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
１

赤
磐
市
行
財
政
改
革

審
議
会
の
開
催
予
定

　

平
成
二
十
二
年
度
第
五
回
赤
磐
市
行

財
政
改
革
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

二
月
十
七
日
㈭

　

午
後
一
時
三
十
分
～

　

本
庁
二
階
第
一
会
議
室

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
（
９
５
５
）
１
７
４
５

新
ご
み
処
理
施
設
の

調
整
状
況
に
つ
い
て

　

新
施
設
の
う
ち
、
焼
却
施
設
と
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
定

調
査
の
結
果
第
一
位
と
な
っ
た
津
崎
区

や
地
権
者
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
早
期
に
建
設
用
地
の
決
定
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
済
性
や
合
理
性
な
ど
の
観
点
か

ら
再
度
総
合
的
に
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
、
津
崎
地
区
の
同
意
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
処
分
場
の
建
設
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
地
区
の
ご
同
意
が
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
地
元
地
区
の
周
辺
地
域
に
お
伺
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
説
明
会
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
本
庁
環
境
課

　

☎
（
９
５
５
）
２
０
１
７
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nformation
幼
稚
園
嘱
託
教
諭
募
集

　

四
月
一
日
採
用
の
幼
稚
園
嘱
託
教
諭

（
非
常
勤
職
員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
資　

格

⃝
教
育
職
員
免
許
法
に
よ
る
幼
稚
園
の

免
許
状
を
有
す
る
者　
　

⃝
学
校
教
育
法
第
九
条
（
校
長
、
教
員

の
欠
格
事
由
）
お
よ
び
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
（
欠
格
事
項
）
に
該
当

し
な
い
者

■
勤
務
時
間

　

四
週
間
で
百
五
十
時
間
（
原
則･

一

日
七
時
間
三
十
分
）
た
だ
し
、
勤
務
開

始
時
間
は
勤
務
先
に
よ
っ
て
異
な
る
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
採
用
場
所　

市
内
幼
稚
園
が
対
象

〈
試
験
に
つ
い
て
〉

■
日　

時

　

二
月
二
十
七
日
㈰ 

午
前
九
時
～

■
場　

所　

中
央
公
民
館

■
試
験
内
容

　

課
題
式
小
論
文
・
口
述
試
験

■
受
付
期
間

　

二
月
一
日
㈫
～
十
八
日
㈮

■
応
募
方
法

　

市
指
定
の
受
験
申
込
書
は
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
窓
口
ま
た
は
市
の
Ｈ
Ｐ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
入
手
で
き
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

⃝
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
（
９
５
５
）
０
９
７
２

　

〒
７
０
９
︲
０
８
１
６

　

赤
磐
市
下
市
三
三
七

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

臨
時
保
育
士
・
調
理
員
募
集

　

四
月
一
日
採
用
予
定
の
臨
時
保
育
士

と
調
理
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
資　

格

⃝
保
育
士
資
格
証
保
持
者

⃝
調
理
師
免
許
証
保
持
者

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
雇
用
場
所

　

市
内
の
公
立
保
育
園
（
赤
坂
・
吉
井
）

■
賃　

金

⃝
保
育
士
／
時
給
九
百
六
十
円
～
千
八
十
円

⃝
調
理
員
／
時
給
八
百
五
十
円
～
九
百
五
十
円

■
採
用
予
定
日　

四
月
一
日
㈮

■
申
込
書
類　

履
歴
書
・
保
育
士
資
格

証
ま
た
は
調
理
師
免
許
証
の
写
し

■
申
込
締
め
切
り
日

　

二
月
十
六
日
㈬

　
（
郵
送
の
場
合
は
二
月
十
六
日
必
着
）

■
選
考
基
準

　

面
接
に
よ
る
（
二
月
下
旬
の
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
５

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文

受
賞
者
発
表

　

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主
催

の
平
成
二
十
二
年
度
「
明
る
い
家
庭
づ

く
り
」
作
文
に
応
募
さ
れ
た
、
児
童
・

生
徒
・
保
護
者
の
作
文
に
つ
い
て
審
査

が
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
順
不
同
）

■
優
秀
賞

 〈
保
護
者
〉

　

⃝
西
井　

忠
志
（
桜
が
丘
小
）

■
優
良
賞

　

⃝
岡
﨑　

夏
帆
（
山
陽
北
小
三
年
）

　

⃝
石
田　

菜
摘
（
山
陽
西
小
五
年
）

　

⃝
岡
田　

佳
薫
（
豊
田
小
六
年
）

　

⃝
上
原　

寛
行
（
磐
梨
中
一
年
）

 〈
保
護
者
〉

　

⃝
角
南
真
由
美
（
ひ
か
り
幼
稚
園
）

　

⃝
杉　
　

早
苗
（
桜
が
丘
幼
稚
園
）

　

⃝
滝
谷　

嘉
一
（
黒
本
保
育
園
）

■
佳　

作

　

⃝
安
延　

美
咲
（
山
陽
北
小
一
年
）

　

⃝
和
田　

翔
大
（
桜
が
丘
小
二
年
）

　

⃝
藤
江　

健
人
（
山
陽
西
小
四
年
）

　

⃝
濱
田　

智
里
（
桜
が
丘
中
二
年
）

　

⃝
井
川　

由
里
愛
（
桜
が
丘
中
三
年
）

 〈
保
護
者
〉

　

⃝
高
原　

英
梨
子
（
周
匝
保
育
園
）

赤
磐
市
営
住
宅
公
募
の
ご
案
内

■
募
集
団
地

▼
団
地
名
／
仁
堀
（
仁
堀
中
八
五
八
番
地
）

▼
戸
数
／
一
戸　

▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額
（
入
居
時
）
／
一
万
七
千

六
百
円
～
二
万
六
千
三
百
円

■
募
集
期
間

　

二
月
一
日
㈫
～
二
月
十
四
日
㈪

■
申
込
方
法

　

入
居
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
家
族

の
人
が
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、
本
庁
都
市

建
設
課
ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
６
６

広報あかいわ（平成23年2月号）19



暖かな春を呼ぶ
クラリネットと弦楽四重奏
コ ン サ ー ト

【出　演】
 ◦佐份利　恭子 （ヴァイオリン）
 ◦三宅　　　恵 （ヴァイオリン）
 ◦佐份利　祐子 （ヴィオラ）
 ◦桑田　　　歩 （チェロ）
 ◦石川　　幸司 （クラリネット）

【曲　目】
 ◦ウェーバー 「クラリネット五重奏曲」
 ◦クライスラー 「愛の悲しみ」
 ◦クライスラー 「愛の喜び」
 ◦モーツァルト 「クラリネット五重奏曲」 他

日 時 3月6日㈰
午後2時～4時（開場：午後1時30分）

場 所 赤坂公民館

チケットは、中央公民館・赤坂公民館・熊山
公民館・吉井公民館・桜が丘いきいき交流
センター等で２月７日㈪から販売します。

入場料 大　人……………1,000円
中学生以下…………500円

 （全席自由）

入場券
発 売

◀
佐
份
利　
恭
子

赤 磐 市 音 楽 祭

Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
チェロ
奏
者
ゲ
ス
ト
出
演

◀
桑
田　
　
歩

●問い合わせ先／赤坂公民館 ☎９５7-2211

★
講
座
の
受
け
付
け
は
、各
館
と
も
午
前
九
時
か
ら
で
、す
べ
て
先
着
順
で
す
。　
★
定
員
の
あ
る
も
の
は
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

★パソコン講座（講座で使用するのはすべてVistaです）

〔各コース共通〕
　■申し込み／2月7日㈪～
　　※定員になり次第締め切ります。
　　※窓口で受講料を添えてお申し込みください。
　　※電話での仮押さえなどはできません。
　■定　員／各回10人（先着順）
　■テキスト代／実費　　■場　所／中央公民館

◎「見てみよう！ユーチューブ体験講座」
　よくテレビで話題に上がるユーチューブって何？イン
ターネット動画はどうやって見るの？インターネットを
使って動画を見る方法を優しく学びます。ぜひこの機会
に学んでみましょう。
　■日　時／Yコース…2月20日㈰ 9：00～12：00
　■受講料／500円（1コース分）

◎「つぶやいてみよう！twitter体験講座」
　ネットや携帯でよく「つぶやく」って聞くけど、「twitter

（ツイッター）」ってどういうしくみ？…というあなた。ぜ
ひこの機会に学んでつぶやいてみましょう。友人や、もしか
したら憧れの人や芸能人から返答があるかも！？
　■日　時／2月27日㈰
　　　　　　t1コース…9：00～12：00
　　　　　　t2コース…13：30～16：30
　■受講条件／事前にTwitterのアカウント（ログインす

るための権利）を取得し、アカウントを持ってこら
れることを前提としています。

　※アカウント登録後、Twitterからのメールを受信し、メ
ール内のアドレスをクリックしないと事実上使え
ません。

　※アカウントの取得の方法が分からない人は、事前の
無料パソコン相談室でアカウントの取得方法を説
明します。講師にお気軽にお尋ねください。

　■受講料／500円

★公民館パソコン講座講師「岩本先生」が教えてくれる！
　『無料パソコン相談室・twitter体験講座参加者ア

カウント登録相談室』
　　パソコンのちょっとした疑問や、操作の分からない

ところ。講座で学んだけれどもう一度聞きたいところ。
パソコン講座の講師が親切・丁寧に相談にのります！

　※twitter体験講座参加者のアカウント取得方法はこ
の時間にお越しください。

　■日　時／2月20日㈰ 13：30～16：30
　■受講料／無料

問 中央公民館（下市 337 ☎ 955-0069）
中央公民館主催講座
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■その他公民館所在地・連絡先
●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777） ●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）　
●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214） ●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　　
※電話をおかけの際は番号のお間違いのないようお気をつけください。

★ドキドキ講座『自然観察会』
　　自然大好き人間集まれ！市内に生息する鳥について

観察してみよう。
　■日　時／2月20日㈰ 9：00～11：00
　■場　所／城山公園周辺（赤磐市周匝） ※雨天中止
　■内　容／里山の鳥観察
　■定　員／30人　　■参加費／無料
　■申込期間／2月7日㈪～18日㈮まで

★三世代交流わくわく講座
　『簡単！楽しい♪土ひねり教室』
　　一人2㌔程度の土でお皿を作ります。残りは自由に

作ってね♪エプロン、タオル持参、汚れても良い格好で
お越しください。

　■日　時／2月26日㈯ 9：30～12：00
　■場　所／熊山公民館
　■講　師／陶芸家　酒井　幸美
　■対　象／小学生以上　　■定　員／10人
　■参加費／1,000円
　■申込期間／2月7日㈪～（先着順）

★たんぽぽの会
　　１歳以上の保育園・幼稚園入園前の子どもと保護者

の交流の場です。みんなで楽しく遊び、学びましょう。
　■日　時／2月9日㈬ 10：00～11：00
　　　　　　「リトミック・お話」
　　　　　　2月23日㈬ 10：00～11：00
　　　　　　「リトミック・おひなさま作り」
　■場　所／赤坂健康管理センター「多目的ホール」
　■講　師／杉山　順子、大坂　叔司子
　■参加費／無料
　※毎月第2・第4水曜日（祝祭日は休み）に開催してい

ます。

★第7回ブルーシャトー ハートロックｉｎコンサート
　　琴＆尺八演奏
　■日　時／2月19日㈯ 14：00～15：00
　■場　所／山陽公民館ホール
　■出　演／（琴）小坂章雅、原田章順、若林　栄
　　　　　　（尺八）水島観山、金島玄山、亀山観翁
　■入　場／無料
　■定　員／100人まで（どなたでも）

★山陽公民館まつり
　　山陽公民館グループの作品発表・舞台発表に日ごろ

の学習成果を発表します。皆さんお誘い合わせの上ぜ
ひお越しください。

　■日　時／3月5日㈯ 10：00～16：00
　　　　　　「展示発表・出店」
　　　　　　3月6日㈰ 10：00～16：00
　　　　　　「展示発表・舞台発表・出店・茶席」
　※両日とも公民館グループによる出店コーナーがあ

ります。（コーヒー、紅茶（蒸しパン付）、いなり寿司、
抹茶とお茶菓子など計画しています）

　■場　所／山陽公民館（山陽団地郵便局裏）

　これまで市内の公民館の使用料金は、合併以降、
旧町それぞれの公民館ごとの料金でご利用いただ
いておりましたが、4月1日からは、各公民館の使用
料金の統一を図るため、下記の料金基準表により部
屋の広さで料金改定をさせていただきます。各公民
館の部屋をご利用の際は、使用料金などをご確認の
上ご利用ください。

■今回の主な改正点
◦部屋の広さにより統一した使用料金としたこと。
◦利用時間を１時間単位としたこと。

■料金基準表

部屋の広さ

使用料金

施設使用料
（1時間）

冷暖房費
（1時間）

100平方㍍以下 300円 300円

101平方㍍～200平方㍍ 600円 600円

201平方㍍～300平方㍍ 1,000円 1,000円

301平方㍍以上 2,500円 1,500円

※冷暖房のご利用月は、冷房（6月～9月）、暖房（12月～3月）

　公民館グループの人は、別途定める
減免要綱により減免されますので
登録先の公民館にお問い合わせく
ださい。

■問い合わせ先
　中央公民館（☎955-0069）
　または各公民館

問 熊山公民館（松木 623 ☎ 995-1360）
熊山公民館主催講座

問 赤坂公民館（町苅田 507 ☎ 957-2211）
赤坂公民館主催講座

問 山陽公民館（山陽 1-10 ☎ 995-9777）
山陽公民館

平成23年4月1日から公民館の
使用料金が変わります。
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Sports Topics
ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎（
９
５
５
）４
４
３
２
／
F
A
X（
９
５
５
）０
５
０
７

▶
優
勝
の
コ
ウ
ワ
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ

第
九
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

兼
職
場・ク
ラ
ブ
野
球
大
会

【
開
催
日
】

　
十
月
二
十
四
日
㈰
～
三
十
一
日
㈰

【
場　
所
】　
桜
が
丘
野
球
場
、赤
坂

運
動
広
場
多
目
的
広
場

【
参
加
チ
ー
ム
】　
八
チ
ー
ム

【
大
会
結
果
】

◦
優　
勝
…
コ
ウ
ワ
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
ズ（
山
陽
支
部
）

◦
準
優
勝
…
円
天（
熊
山
支
部
）

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
場

年
間
利
用
会
員
月
例
会

二
〇
一
〇
年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

年
間
利
用
券
購
入
者
を
対
象

に
月
例
会（
現
在
ま
で
六
回
延
べ

五
百
八
十一人
参
加
）を
実
施
し
、十
二

月
二
十
二
日
に
そ
の
上
位
成
績
者

（
二
十
五
人
）に
よ
る
年
間
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
交
流
と
Ｐ
Ｒ
】

　
対
戦
相
手
が
決
ま
れ
ば
、日
ご
ろ
見

知
ら
ぬ
ま
ち
と
の
交
流
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
ま
た
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
を

集
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
赤
磐
市
」を
全
国
に
発
信
す
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

【
赤
磐
市
で
は
？
】

　
二
回
目
の
参
戦
と
な
り
ま
す
が
、チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
目
的
と
趣
旨
を
第
一

に
考
え
、動
員
を
か
け
る
よ
う
な
市
民

が
や
ら
さ
れ
る
運
動
に
は
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。み
ん
な
で
参
加
す
る
こ
と

を
楽
し
ん
だ
結
果
、参
加
率
が
上
が
れ

ば
い
い
で
す
ね
！

　
二
月
下
旬
に
は
今
年
の
対
戦
相
手

が
決
ま
り
ま
す
の
で
、お
楽
し
み
に
。

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

第
七
回
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ル
ー
キ
ー
野
球
選
手
権
大
会

（
滋
賀
県
）

◦
ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
九
十
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
大
阪
府
）

◦
倉
敷
工
業
高
校
二
年

　
山
本　
真
範（
山
陽
七
）

赤
磐
市
長
杯
第
三
回

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

【
開
催
日
】　
十
二
月
六
日
㈪

【
場　
所
】

　
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
場

【
参
加
者
】　
二
百
九
十
一
人

【
大
会
結
果
】

※（　
）は
打
数
／
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数

　
〔
十
六
ホ
ー
ル
〕

◦
優　
勝
…
木
和
田
定
江（
34
／
３
）

◦
準
優
勝
…
鈴
木　
修
一（
34
／
２
）

◦
第
三
位
…
長
尾　
　
巧（
34
／
２
）

◦
第
四
位
…
小
坂　
敏
子（
35
／
３
）

◦
第
五
位
…
牧
野　
春
生（
35
／
１
）

◦
第
六
位
…
長
岡　
重
子（
35
／
１
）

◦
第
七
位
…
杉
能　
文
正（
35
／
１
）

◦
第
八
位
…
石
原　
高
徳（
35
／
１
）

◦
第
九
位　
遠
藤　
雅
晴（
35
／
１
）

◦
第
十
位　
岩
本　
茂
夫（
36
／
１
）

【
大
会
結
果
】

※（　
）は
打
数
／
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数

　
［
三
十
二
ホ
ー
ル
］

◦
優　
勝
…
杉
能　
文
正（
68
／
２
）

◦
準
優
勝
…
福
島　
至
誠（
70
／
２
）

◦
第
三
位
…
遠
藤　
雅
晴（
71
／
２
）

◦
第
四
位
…
林　
　
治
徳（
72
／
３
）

◦
第
五
位
…
高
橋　
　
実（
73
／
３
）

◦
第
六
位
…
吉
岡　
　
進（
73
／
１
）

　
皆
さ
ん
も
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
場

年
間
利
用
会
員
に
な
っ
て
月
例
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

　
月
例
会
は
偶
数
月
の
第
三
月
曜
日

（
十
二
月
は
第
二
月
曜
日
）に
実
施
の

予
定
で
す
。

　
申
し
込
み
は
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ

場
窓
口
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
場
利
用
料
金
】

〈
年
間
利
用
券
〉

◦
市
内
の
人
…
一
万
円

◦
市
外
の
人
…
一
万
五
千
円

　
購
入
し
た
日
か
ら
一
年
間
有
効

〈
一
日
利
用
券
〉

◦
市
内
の
人
…
三
百
円

◦
市
外
の
人
…
五
百
円

　

初
心
者
の
人
も
気
軽
に
プ
レ
ー
で

き
ま
す（
無
料
貸
し
ク
ラ
ブ･

ボ
ー
ル

有
り
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

　
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

今
年
も
五
月
最
後
の
水
曜
日
に
、全
国

一
斉
に
行
わ
れ
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
戦
し
ま
す
。

【
ど
ん
な
ル
ー
ル
？
】

　

毎
年
五
月
の
最
終
水
曜
日
に
、人

口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
市
町
村
間
で
、午

前
零
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
間
に

十
五
分
間
以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の

運
動
を
行
っ
た
住
民
の
参
加
率（
㌫
）を

競
い
合
い
、敗
れ
た
場
合
は
対
戦
相
手

の
市
町
村
旗
を
庁
舎
の
メ
イ
ン
ポ
ー

ル
に
一
週
間
掲
揚
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ル

ー
ル
で
行
わ
れ
る「
ま
ち
の
威
信
と
名

誉
」を
か
け
た
住
民
総
参
加
型
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
運
動
を
日
常
に
】

　

平
日
の
水
曜
日
に
開
催
す
る
の
は
、

運
動
を
日
常
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

と
い
う
ね
ら
い
か
ら
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
従
来
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に一
部
の
限
ら
れ

た
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
運
動
す
る
の
で

は
な
く
、そ
の
日
市
内
に
い
る
人
で
あ

れ
ば
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で

も
参
加
で
き
る
の
が
特
長
で
す
。

　

赤
磐
市
の
勝
利
と
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
、仲
間
意
識
や
連
帯
感
が
生
ま

れ
れ
ば
、今
後
の
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
、何
よ
り
運
動
に
よ
る
健
康

増
進
効
果
が
期
待
で
き
、勝
つ
こ
と
以

上
の
喜
び
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

結
　
果

お
知
ら
せ
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医院名 住　所 電話番号
（086）

子宮頸がん
（予約）

ヒ　ブ
（予約）

小児用肺炎球菌
（予約）

赤磐医師会病院 下市 187-1 ９５５-６６８８ 要 実施しない 実施しない
あかいわファミリークリニック 河本 1143 ９５５-９２５１ 要 不要 不要
うえの内科小児科医院 桜が丘西 4-1-11 ９５６-０５０５ 不要 不要 不要
おおくま皮ふ科医院 岩田 3-1 ９５５-８８１２ 要 実施しない 実施しない
片山医院 馬屋 646 ２２９-２１６６ 要 実施しない 実施しない
小坂内科医院 山陽 4-13-2 ９５５-３３４４ 要 実施しない 実施しない
桜が丘クリニック 桜が丘西 6-3-13 ９５５-８０２５ 要 要 要
山陽クリニック 上市 141-1 ９５５-７１１１ 要 不要 不要
戸田小児科医院 山陽 7-4-2 ９５５-３１２１ 要 要 要
ふよう内科クリニック 西中1188-1 ９５５-７１１０ 要 実施しない 実施しない
山本クリニック 五日市 245-4 ９５５-８８６８ 要 実施しない 実施しない
吉井医院 山陽 1-4-6 ９５５-５５１５ 要 要 要
越宗医院 西窪田 523-1 ９５７-３０３５ 要 実施しない 実施しない
桜井内科 山口160-3 ９５７-３０１２ 要 要 要
道満医院 町苅田 920 ９５７-２１１１ 要 実施しない 実施しない
戸川クリニック 西軽部 211-1 ９５７-３０５７ 要 不要 不要
森医院 惣分 28 ９５７-２４００ 要 実施しない 実施しない
さくら整形クリニック 桜が丘東 4-4-471 ９９５-９７２０ 要 要 要
米井医院 周匝 1452-1 ９５４-０５５０ 要 要 要
市立国民健康保険佐伯北診療所 塩木 14 ９５４-２０３２ 要 要 要

　

一
月
四
日
か
ら
子
宮
頸け
い

が
ん
、
ヒ
ブ
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
の
三
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

接
種
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
助
成
を
す
る
三
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種

の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
（
任
意
ワ
ク
チ
ン
）

が
、
希
望
す
る
人
は
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

■
補
助
対
象
者

〈
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
〉

　

中
学
二
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
の
女
子

〈
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
〉

　

生
後
二
カ
月
か
ら
五
歳
未
満
の
小
児

■
補
助
申
請
に
つ
い
て

〈
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
〉

　

補
助
を
う
け
る
に
は
助
成
券
が
必
要
で

す
。
本
庁
健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
健
康

福
祉
課
で
申
請
（
要
印
鑑
・
身
分
証
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
〉

　

補
助
を
う
け
る
た
め
の
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
実
施
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
額

　

い
ず
れ
の
予
防
接
種

も
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
接
種
回
数

〈
子
宮
頸
が
ん
〉

　

三
回
（
高
校
一
年
生
に
つ
い
て
は
二
十
二

年
度
内
に
一
度
で
も
接
種
を
し
て
い
れ
ば
残

り
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
）

〈
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
〉

　

接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
接
種
回
数
が
変

わ
り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品

⃝
住
所
お
よ
び
年
齢
の
確
認
が
で
き
る
も
の

⃝
助
成
券
（
子
宮
頸
が
ん
の
み
）

⃝
母
子
手
帳

■
実
施
期
間

　

一
月
四
日
㈫
～
三
月
三
十
一
日
㈭

■
委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
県
内
の
協
力
医
療
機

関
で
も
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

任
意
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て
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自
殺
者
の
多
く
は
直
前
に

う
つ
病
な
ど
を
発
症

0.0
H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年
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10.0

15.0
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30.0
（%） 自殺率の推移

全　国

25.3
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21.5
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20.9
23.2

25.325.2 25.9 25.825.5

岡山県

～19歳 20～29
歳
30～39
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40～49
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50～59
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70～79

歳 80歳～ 不詳
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6000

7000
（人）

565

3470

4794 5261

6491
5958

3671

2405

230

年代別自殺者数（H21年）

資料：警察庁統計　　　（※自殺率とは、人口10万人当たりの自殺者数）

資料：警察庁統計

　
日
本
で
は
、
一
年
間
に
自
殺
で
亡
く
な

る
人
の
数
が
、
平
成
十
年
に
三
万
人
を
超

え
、
そ
れ
以
降
十
二
年
連
続
し
て
三
万
人

（
警
察
庁
統
計
）
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
に
は
、
三
万
二
千
八
百

四
十
五
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
約
十
六

分
に
一
人
が
自
殺
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
岡
山
県
で
も
毎
年
三
百
人
以
上
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
お
り
、
自
殺
は
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て

多
い
の
が
、
病
気
な
ど
の
健
康
問
題
や
生

活
・
経
済
問
題
で
す
が
、
そ
の
動
機
に
は

家
庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
変
化
・
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
を
一
人
で
も
救
う
た
め

に
、
普
段
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
防
げ
る
の
か
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
殺
は
個
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
、
心
理
的
に

追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
え
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
多
く
は
、
直
前
に
う
つ
病
な

ど
の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

避
け
ら
れ
る

　
～
か
け
が
え
の
な
い

　
　
　
　
　
命
を
守
る
～死
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う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

う
つ
病
の
原
因
は
？

気
づ
き
が
大
切
で
す

う
つ
病
の
サ
イ
ン

心
の
健
康
相
談
窓
口

事業名 実施場所 内　容 開催日・
受付時間 問い合わせ先

心の
健康相談
（要予約）

備前保健所
東備支所

うつ、認知症、
アルコールな
どの薬物依
存、ひきこも
り、その他の
心の健康など
についての精
神科医などに
よる相談

毎月
第2、3木曜日
13:30〜14:30

備前保健所
東備支所

和気町和気487-2
TEL.0869-92-5180
FAX.0869-92-0100

備前市
備前保健
センター

奇数月
第１火曜日
13:30〜14:30

　

日
本
で
は
十
五
人
に
一
人
は
生
涯
の
う

ち
に
一
度
、
う
つ
病
を
経
験
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病
は
誰
も
が
か
か
り

得
る
病
気
で
、
ま
れ
な
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

う
つ
病
の
原
因
は
「
こ
れ
だ
」
と
い
う

は
っ
き
り
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
う

つ
病
に
な
り
や
す
い
体
質
の
人
も
い
ま
す

が
、
ス
ト
レ
ス
過
重
（
人
間
関
係
、
経
済

問
題
）
な
ど
や
身
体
的
過
労
、
喪
失
体
験

（
近
親
者
の
死
、
財
産
）、
挫
折
体
験
（
仕

事
や
受
験
の
失
敗
、
失
恋
）
の
ほ
か
、
昇

進
、
結
婚
、
出
産
な
ど
が
持
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

自
殺
の
多
く
は
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て

い
る
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
に
対
す
る

適
切
な
治
療
に
よ
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
や
職
場
の
身
近
な
人
が
サ
イ

ン
に
気
づ
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン

を
発
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

⃝
口
数
が
少
な
く
な
る

⃝
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、
元
気
が

な
い

⃝
仕
事
や
家
事
が
て
き
ぱ
き
と
で
き
ず
、

体
の
だ
る
さ
を
訴
え
る

⃝
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

⃝
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
（
欠
席
）
が
増
加

す
る

⃝
好
き
な
こ
と
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
る

⃝
食
欲
が
な
く
な
る

⃝
化
粧
や
み
だ
し
な
み
に
気
を
付
け
な
く

な
る

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
二
つ
以
上
あ
て
は
ま

り
、
そ
の
状
態
が
二
週
間
以
上
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
続
い
て
い
て
、
生
活
に
支
障
が
出

る
場
合
、
う
つ
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
人
は
、
休
養
を
と
る

こ
と
を
勧
め
た
り
、医
療
機
関
（
精
神
科
・

心
療
内
科
・
か
か
り
つ
け
医
）
な
ど
へ
の

受
診
を
勧
め
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
保
健

所
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　

備
前
保
健
所
東
備
支
所
で
は
、
次
の
と

お
り
心
の
健
康
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
備
前
保
健
所
東
備
支
所
、
ま
た
は

出
張
会
場
の
い
ず
れ
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所

保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
心
の
健
康
に
つ
い

て
、
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
保

健
師
が
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

⃝
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

⃝
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

⃝
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
９
３

⃝
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
４

●聞き役に徹し、安心感を与える
姿勢で接しましょう。

●本人の気持ちをよく理解し、受
け止めましょう。

●励ましたりしかったりするのは
やめましょう。

●原因を追及しないようにしま
しょう。

●気晴らしのために外出や旅行な
どに無理に誘うことはやめ、ゆっ
くり休んでもらいましょう。

●かかりつけ医や精神科、心療内
科を受診するよう勧めましょう。

●休養と治療で必ず治る病気であ
ることを理解し、見守りましょ
う。

身近な人がうつ病に
な っ た と き の 対 応
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課  ☎955-4770

▲仁科賞を受賞した西山倖樹くん

▲優勝を飾ったヤング山陽スポーツ少年団

　

十
二
月
十
一
日
㈯
、
御
津
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
岡
山

県
ル
ー
キ
ー
野
球
選
手
権
大
会
（
三
年
生
以
下
）
が
開

催
さ
れ
、
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
八
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、
ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
見
事
優
勝
を
飾
り
岡
山
県
二
十
八
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
三
月
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の
ヤ
ン

グ
山
陽
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
出
場ヤン

グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

十
二
月
四
日
㈯
、
岡
山
理
科
大
学
で
第
六
十
回

岡
山
県
児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会
が
開
か
れ
、

赤
磐
市
科
学
研
究
発
表
会
上
学
年
の
部
の
代
表
と

し
て
、
県
大
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
発
表

題
目
は
「
水
面
を
は
ね
る
物
体
を
探
せ
！
」
で
す
。

　

こ
の
日
は
県
内
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
小
中
学

生
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
発
表
は
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
表
彰
式
で
、
仁
科
賞
に
選
ば

れ
て
感
激
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
山
陽
東
小
学

校
の
先
生
や
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
科
学
研
究
に
取
り
組

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

県
科
学
研
究
発
表
会
で
仁
科
賞
受
賞

西
山
倖
樹（
山
陽
東
小
六
年
）

【
日　

時
】　

二
月
十
九
日
㈯　

午
前
十
時
～
正
午

【
場　

所
】　

中
央
公
民
館
二
階　

視
聴
覚
室

【
演　

題
】　

赤
磐
の
歴
史

【
講　

師
】　

山
陽
郷
土
資
料
館
学
芸
員　

高
畑
富
子

【
会　

費
】　

無
料

【
後　

援
】　

赤
磐
市
、
赤
磐
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
事
務
局
（
金
光
久
子
）

　

☎
（
９
９
５
）
０
２
４
５

熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会
主
催

特
別
講
演
会
開
催
の
ご
案
内
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康
健

Vol.

65

わ
た
し
の

あ
な
た
の

外
食
を
お
い
し
く

　
　
楽
し
く
ヘ
ル
シ
ー
に

　
皆
さ
ん
は
外
食
や
中な

か
し
ょ
く食

（
持
ち
帰
り
弁
当
や
惣

菜
な
ど
）
を
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
利
用
し
て

い
ま
す
か
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ
り
、

利
用
す
る
人
も
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
一
方
で
生
活
習
慣
病
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
予

防
に
は
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、
健
康
管
理

が
大
切
で
す
。
外
食
や
中
食
は
油
分
や
塩
分
が
多

く
な
り
が
ち
に
な
る
の
が
問
題
点
。
外
食
が
多
く

て
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
次
の
こ

と
を
心
が
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◆
一
日
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　
例
え
ば
昼
が
外
食
に
な
る
と
き
は
朝
、
夕
は
で

き
る
だ
け
家
で
食
事
を
し
、
外
食
で
不
足
し
が
ち

な
食
品
を
補
い
ま
す
。

◆
全
部
を
食
べ
き
ら
な
い

　
「
め
ん
類
の
汁
を
飲
み
き
ら
な
い
」「
天
ぷ
ら
の

衣
を
少
し
残
す
」
な
ど
全
部
食
べ
き
ら
な
い
こ
と

で
脂
肪
や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
を
防
げ
ま
す
。 

◆
単
品
よ
り
も
定
食
を
選
ぶ

　
良
い
食
事
の
基
本
は
多
種
類
の
食
品
を
と
る
こ

と
で
す
。
そ
の
点
で
一
品
も
の
よ
り
は
定
食
物
の

ほ
う
が
適
し
て
い
ま
す
。

◆
「
栄
養
成
分
表
示
の
店
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
岡
山
県
で
は
外
食
を
す
る
と
き
に
栄
養
成
分
を

知
り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
、
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
に
栄
養
成
分
を
表
示
す
る
お
店
を
「
栄
養
成

分
表
示
の
店
」
と
し
て
登
録

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
（
登
録
店
は
下
の
マ
ー

ク
が
目
印
）。

　
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に

す
れ
ば
、
自
分
に
あ
っ
た
食

事
を
選
ん
だ
り
、
一
日
の
食

事
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
家
の
食
事
を
調
節
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
い
し
い
も
の
を
楽
し
く
食
べ
る
と
同
時
に
健

康
づ
く
り
に
関
心
を
も
ち
、
上
手
に
外
食
を
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
備
前
保
健
所
東
備
支
所
で
は
、
岡
山
県
栄
養
士

会
東
備
支
部
と
協
力
し
て
管
内
の
「
栄
養
成
分
表

示
の
店
登
録
店
」
を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
中

で
す
。
ま
た
栄
養
成
分
表
示
の
店
に
登
録
希
望
の

お
店
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
備
前

保
健
所
東
備
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　

 

☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
７
９

箏こ
と・尺し
ゃ
く
は
ち八・三さ
ん
げ
ん絃

合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
「
箏
・
尺
八
・
三
絃
」
同
好
者

の
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
、
流
派
不

問
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
会
員
以
外
の
人
に
和
楽
器
か
ら
響
く
音
色
を

感
じ
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
見
学
の
時
間
を
設
定

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
研
修
会
は
演
奏
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
合
同
研
修
会

【
日　

時
】　

二
月
二
十
七
日
㈰ 

午
前
九
時
～
午
後
三
時

【
場　

所
】　

高
月
公
民
館
（
穂
崎
）

【
参
加
費
】　

千
円
（
写
真
代
は
別
途
要
）

【
研
修
曲
】　

⃝
彩
花
物
語
（
菊
重
精
峰
作
曲
）

⃝
金
剛
石
（
楯
山
検
校
作
曲
）

⃝
比
良
（
宮
城
道
雄
作
曲
）

【
主　

催
】　

赤
磐
三
曲
協
会

●
見
学
（
入
場
無
料
・
申
込
不
要
）

　

随
時
会
場
内
へ
入
っ
て
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

【
時　

間
】　

午
後
零
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分
ご
ろ

【
そ
の
他
】

　

会
場
入
口
で
は
箏
や
尺
八
を
実
際
に
体
験
で
き
る
よ
う

展
示
し
て
い
ま
す
。
係
員
が
不
在
の
場
合
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
代
表
／
水
島
☎
（
９
５
５
）
２
５
４
９
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12月

1月
ま ち の わ だ い

▲お礼を言いながら花束を受け取る岡野さん

▲しおりを渡す園児たち

▶
稲
を
ね
じ
っ
て
ね
じ
っ
て
、お
飾
り
完
成
！

図
書
館
の
本
を
大
切
に

中
央
図
書
館
へ
手
作
り
の
　
　
　
　

し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

十
二
月
十
六
日
㈭
、
山
陽
西
幼
稚
園
の
園
児

が
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
か
わ
い
い

手
作
り
の
し
お
り
を
手
に
中
央
図
書
館
を
訪
れ
、

「
し
お
り
を
使
っ
て
、
本
に
折
り
目
を
つ
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。」
の
言
葉
と
と
も
に
寄
付
し

ま
し
た
。

　

百
三
十
四
枚
の
〝
手
作
り
し
お
り
〟
は
、
さ

っ
そ
く
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
、
利

用
者
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
飾
り
作
り
に
挑
戦
！

山
陽
東
小
学
校
　

　

十
二
月
十
日
㈮
、
山
陽
東
小
学
校
で
五

年
生
四
十
二
人
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
お

正
月
の
お
飾
り
作
り
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
お
飾
り
作
り
は
、
平
成
十
四
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
材
料
と

な
る
稲
は
九
月
に
刈
り
取
り
、
三
日
間
天

日
干
し
し
て
小
学
校
の
倉
庫
に
保
存
し
て

い
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
木
さ
ん
は
、

お
飾
り
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
右

側
に
ね
じ
っ
て
い
く
と
き
と
、
左
側
に
ね

じ
っ
て
い
く
と
き
と
で
、
ね
じ
り
方
が
違

う
の
が
難
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
稲

を
た
た
い
て
柔
ら
か
く

す
る
工
程
で
は
、「
な
か

な
か
柔
ら
か
く
な
ら
な

い
」
と
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
ね
じ
る
工
程

に
進
む
と
、
地
域
の
人

た
ち
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
次
々
に
「
で

き
た
！
」
と
喜
び
の
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岡
野
　
露
子
さ
ん
（
吉
原
）

　

十
二
月
二
十
一
日
㈫
、
井
上
市
長
ら
が
二
十
五
日

に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
岡
野
露
子
さ
ん
を
お
祝
い
し

よ
う
と
、
吉
原
に
あ
る
ご
自
宅
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

　

岡
野
さ
ん
に
は
市
と
県
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
、
何
度
も
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。

　

岡
野
さ
ん
は
七
歳
の
こ
ろ
養
子
と
し
て
吉
原
へ
転

入
し
ま
し
た
。
家
は
豆
腐
屋
を
営
ん
で
お
り
、
岡
野

さ
ん
も
毎
朝
三
時
ご
ろ
に
起
き
て
手
伝
い
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

現
在
家
で
は
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
新
聞
に
あ
る
数

字
の
パ
ズ
ル
を
解
い
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
十
歳
か
ら
始
め
ら
れ
た
短
歌
は
、
月
に
一

度
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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▼
成
人
式
は
新
成
人
に
と
っ
て
久
し
ぶ
り
の

再
会
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
中
、取

材
に
行
っ
た
私
に
も
久
し
ぶ
り
の
再
会
が
あ

り
ま
し
た
。来
賓
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
恩

師
の
中
に
私
の
中
学
時
代
の
先
生
が
い
た

の
で
す
。私
は
市
外
の
中
学
校
を
卒
業
し
て

い
る
の
で
、ま
さ
か
赤
磐
市
で
再
び
会
え
る

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、と
て
も
懐
か
し
く
な

り
ま
し
た
。ほ
か
に
も
赤
磐
市
の
学
校
で
当

時
の
先
生
が
勤
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
と
、よ
り
い
っ
そ
う
学
校
へ
取

材
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

▼
実
家
が
美
容
院
を
し
て
い
た
の
で
、成
人

式
は
大
忙
し
で
し
た
。自
分
が
参
加
す
る

年
も
、早
起
き
し
て一
人
で
顔
と
髪
を
準
備

し
た
後
、ギ
リ
ギ
リ
ま
で
お
客
さ
ん
の
着
付

け
や
ヘ
ア
セ
ッ
ト
、ネ
イ
ル
な
ど
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
し
た
。最
後
に
急
い
で
着
付
け

を
し
て
も
ら
い
、バ
タ
バ
タ
と
会
場
に
出
か

け
て
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。母
が
仕

事
を
引
退
し
た
今
と
な
っ
て
は
、そ
れ
も
い

い
思
い
出
の一つ
で
す
。

（
テ
ィ・ア
ー
ル
）

編

集

後

記

▶
協
力
し
て
調
理
し
ま
し
た

▲スーパーの入口で交通安全を呼びかけました

忙
し
い
と
き
こ
そ
安
全
運
転
！

交
通
安
全
街
頭
啓
発
活
動

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

（
十
二
月
一
日
～
一
月
三
日
）
期
間
中
の
十
二

月
二
十
日
㈪
、
赤
磐
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
・
赤
磐
警
察
署
が
市
内
の
ス
ー
パ
ー
四
カ
所

で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

啓
発
活
動
に
は
約
八
十
人
が
参
加
。
水
戸
黄
門

一
行
（
桜
が
丘
寸
劇
座
）
も
加
わ
り
、
買
い
物

客
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

楽
し
く
学
校
給
食
を

　
　
　
　
作
っ
て
学
ん
で
！

お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
　
　
　
　

学
校
給
食
を
つ
く
ろ
う
会

　

十
二
月
十
二
日
㈰
、
中
央
公
民
館
で

学
校
給
食
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に
財

団
法
人
岡
山
県
学
校
給
食
会
主
催
に
よ

る
「
お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
学
校
給
食

を
つ
く
ろ
う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
保
護
者
と
児
童
十
四
組
が
参

加
し
、
ま
ず
学
校
給
食
会
の
こ
と
や
朝

日
米
ラ
ー
メ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
調
理
に
使
う
米
粉
の
団
子
を
作
り
、

保
護
者
は
赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
の

杉
本
睦
子
会
長
か
ら
家
庭
で
の
食
育
の

大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
「
黒

豆
ず
し
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
と
豚
肉
の
ロ
ー

ル
カ
ツ
・
米
粉
団
子
汁
・
ミ
ル
ク
ゼ
リ

ー
の
も
も
ジ
ャ
ム
か
け
」
を
作
り
ま
し

た
。
初
対
面
の
人
同
士
も
調
理
を
通
し

て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
協
力
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

包
丁
を
握
り
、
保
護
者
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
野
菜
を
切
っ
て
ゆ
で
た
り
、

す
し
飯
を
し
ゃ
も
じ
で
切
る
よ
う
に
し

て
混
ぜ
た
り
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

よ
う
で
、
み
ん
な
完
食
し
、
試
食
し
た

米
粉
ラ
ー
メ
ン
も
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
「
栄
養
満

点
の
学
校
給
食
を
家
で
も
作
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
」「
家
で
は
な
か
な
か

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
作
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
一
緒
に
活
動

で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
と
っ

て
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
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赤磐市協働のまちづくり塾
～あなたの知らない赤磐市を見つけよう～

まちづくり塾の主な流れ
第1回（6/26） 入塾式・基礎講座①
市の財政事情
第2回（7/10）

「このまちが好き！」～そんな思い
がもてる赤磐市のまちづくりをみ
んなの力で！～
講師：小川孝雄（ゆうあいセンター
所長）
第3回（8/7）
基礎講座②「まち塾1期生」の活動
基礎講座③超高齢化社会
第4回（9/11） 基礎講座④安全安
心のまちづくり
第6回（11/13） 視察研修
第5回・7回・8回（11/3・11/23・
12/5）
グループ研究
講師：多田憲一郎（岡山商科大学大
学院教授）
第9回（12/19） 研究発表
第10回（12/23） 卒塾式

★みんなで力を合わせてやればできる。そして、人
と人との繋がりを強く感じました。
★思い出の多いまちづくり塾となりました。赤磐市
への関心や思いが強くなりました。赤磐市や自分の
住んでいるまちの今後について、自分ができること
を精一杯やっていこうと思っています。

第2回

第3回

第4回
安全安心のまちづくりに
ついて学びました。 第6回 赤

磐
市
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
発
見
！

第10回

赤磐市の魅力ある｢まちづくり」のリーダーの育成を目的として開講しました。

第5回・7回・8回
第9回

企画立案力ＵＰ
塾生、市民など約70人が
参加し熱気あふれた研究
発表でした。

ボランティアネットワーク

あかいわ交流朝市

Ｂ級グルメの発掘

塾生の感想

グループ研究には、まち塾
１期生と市職員が加わり、

「協働のまちづくり指針」
をテーマに６グループに
分かれて話し合いました。

あかいわ検定

まちきらりポイントカード

ま
ち
塾
１
期
生
の
熱
心
な

活
動
に
感
動
！

卒塾

しま
した
！

塾生は「今こそ私の出番
です」の言葉を胸に出発
しました。

第1回
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70

④宗形神社歌碑

①城山公園歌碑

⑤周匝会館歌碑

③稲蒔歌碑

②光木歌碑

吉井支所

■
平
賀
元
義
歌
碑

　（
周
匝
・
光
木
・
稲
蒔
・
是
里
）

　
平
賀
元
義
（
一
八
○
〇
～

一
八
六
五
）（
以
下
元
義
）
は
、

江
戸
時
代
末
の
国
学
者
で
あ

り
歌
人
で
す
。
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
下
道
郡
陶
村
（
現

倉
敷
市
玉
島
陶
）の
母
の
実
家
で
、

備
前
岡
山
藩
士
平
尾
新
兵
衛
源
長

春
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、
岡
山

城
下
富
田
町
で
育
ち
ま
し
た
。

　
市
と
の
関
わ
り
は
、
中
世
の
山

城
で
あ
る
山
鳥
城
（
是
里
）
の
城

主
、
平
賀
大
膳
ノ
大
進
が
元
義
の

十
二
代
祖
先
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
元
義
二
度
目
の
妻
長
浜
富
子

は
、
稲
蒔
の
石
淵
鴨
部
神
社
の
神

主
長
浜
豊
三
郎
秀
信
の
二
女
で

す
。

　
さ
て
、
吉
井
地
区
に
は
、
元
義

の
歌
碑
が
五
カ
所
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
赤
坂
郡
周
匝
郷
剣
の
峯
を
よ
め
る

す
さ
の
を
の
神
の
剣
の
を
さ
ま

り
て
在
り
と
ふ
御
山
見
れ
ば
尊

し
昭
和
四
十
五
年
五
月

吉
井
町
史
蹟
保
存
会
建
立

周
匝
（
城
山
公
園
）

 
②

雨
晴
て
清
く
て
り
た
る
あ
り
あ

け
の
月
に
鹿
な
く
高
星
の
山

昭
和
五
十
三
年
十
二
月

平
賀
元
義
顕
彰
会
建
立

光
木
（
佐
伯
北
小
学
校
跡
地
）

 

③
万
延
元
年
五
月
四
日

　
赤
坂
の
郡
周
匝
の
郷
に
て

五
月
雨
に
水
か
さ
ま
さ
り
て
石

毎
に
山
白
波
咲
る
鴨
の
石
淵

昭
和
五
十
五
年
七
月

稲
蒔

 

④
安
政
四
年
正
月
四
日

　
備
前
の
別
業
に
在
て

大
君
の
春
は
く
れ
と
も
あ
を
菜

つ
む
わ
か
山
方
は
雪
そ
降
け
る

昭
和
五
十
五
年
十
一
月

是
里
（
宗
形
神
社
）

 
⑤
赤
坂
郡
周
匝
郷
に
て

周
匝
路
の
堤
の
木
の
間
わ
け
く

れ
は
天
の
橋
立
ゆ
く
心
地
せ
り

平
成
元
年
一
月

周
寿
会
建
立

周
匝
（
周
匝
会
館
）

 

　
元
義
の
歌
に
つ
い
て
、
正
岡
子

規
は
、
日
本
新
聞
に
連
載
さ
れ

た
「
墨
汁
一
滴
」
に
、「
万
葉
以

後
一
千
年
の
久
し
き
間
に
万
葉
の

真
価
を
認
め
て
万
葉
を
模
倣
し
万

葉
調
の
歌
を
世
に
残
し
た
る
者
実

に
備
前
の
歌
人
平
賀
元
義
一
人
の

み
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
改
修 

赤
磐
郡
誌
』
の

表
紙
に
は
、
元
義
の
書
に
よ
り

　
布
都
魂
神
社
を
よ
め
る
歌

　
石
上
の
神
宮
を

神
世
よ
り
や
ま
と
と
吉
備
に
鎮
ら

す
布
都
の
御
魂
の
神
の
尊
さ

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
市
内
に
残
さ
れ
た
元
義

の
万
葉
調
ワ
ー
ル
ド
を
実
感
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　（
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
）
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総
勢
四
百
六
十
四
人
、

晴
れ
の
門
出
。

1月9日㈰、山陽ふれあい公園で
成人式が行われました。

（関連記事：4～5ページ）
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